
 

 

「東北青年ミーティング」について 

－ ２１世紀文明への震災からの教訓  － 

文化庁では、東北大学高等教育開発推進センターとの協力の下、１２月２６日（月）、

東北大学において、「東北青年ミーティング」を下記のとおり開催いたしますのでお

知らせします。(同時発表：宮城県県政記者クラブ) 

１． 趣旨・概要 

 東日本大震災からの復興に向けて文化の果たす役割や、震災によって明らかに

された社会の課題について「異なる世代間の公正を求めて」取り得る可能な解決

方法を探り、次世代の希望に満ちた未来を描く観点から、「21 世紀文明への震災

からの教訓」について若手世代の意見を聴取し、世代間の意識共有と議論進化を

進めるため、近藤誠一・文化庁長官による基調講演、学生の意見発表、パネルデ

ィスカッションを行います。 

２． 開催日時・会場 

 日時：平成２３年１２月２６日（月）１４：００～１７：００ 

 会場：東北大学川内北キャンパスＡ棟３０７教室 

＜お問い合わせ＞  

 文化庁長官官房国際課  

 課   長     佐 藤   透 (内線2845） 

 国際文化交流室長 井 上 惠 嗣（内線3153） 

                 代    表：03－5253－4111  

                 直通電話：03－6734－3110  

【添付資料】 

 ○東北青年ミーティングチラシ 

平成２３年１２月１６日

 

３． 主催者等 

 主催：文化庁 

 協力：東北大学高等教育開発推進センター 



閉会挨拶16:55‐17:00

[日時] 平成 ２３年１２月２６日 （月） 14:00 – 17:00

[場所] 東北大学川内北キャンパス Ａ棟３０７教室

[趣旨] 東日本大震災からの復興に向けて文化の果たす役割や、震災によって明らかにされた

社会の課題について「異なる世代間の公正を求めて」取り得る可能な解決方法を探り、
次世代の希望に満ちた未来を描く観点から、「21世紀文明への震災からの教訓」につい
て若手世代の意見を聴取し、世代間の意識共有と議論進化を進めるため、近藤誠一・
文化庁長官による基調講演、学生の意見発表、パネルディスカッションを行います。

開会挨拶14:00‐14：10

基調講演 「３．１１大震災から何を学ぶか」 文化庁長官 近藤 誠一14:10‐15：10

休憩

パネルディスカッション（近藤長官、意見発表学生）16:15‐16：50

基調講演者

【主催】 文化庁 【協力】東北大学高等教育開発推進センター

【問合せ先】 文化庁長官官房 国際課 03-6734-3110 東北大学教育・学生支援部 教務課 022-795-7536 

２１世紀文明への震災からの教訓

15：10‐16：00 学生による意見発表

16：50‐16：55 講評
東北大学 高等教育開発推進センター

芳賀 満

東北大学 高等教育開発推進センター長

木島 明博

東北大学理事 根元 義章

東京大学教養学部卒業。昭和４７年外務省入省。在米国日本大使館参事官、同公使、外務省
経済局総務参事官などを経て、外務省経済局審議官、ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）事務次長、
外務省広報文化交流部長、国際貿易・経済担当大使、ＵＮＥＳＣＯ（国連教育科学文化機関）
日本政府代表部特命全権大使、駐デンマーク特命全権大使、平成２２年７月より文化庁長官。
文化庁長官のサイト → http://www.bunka.go.jp/commissioner/index.html

東北大学医学部 3年

東北大学理学部 4年

東北大学経済学部 4年

東北大学農学研究科
博士後期課程 3年

東北大学工学部 4年

髙橋 ■舞 【東北地方太平洋沖地震・津波被災地の土壌は今（仮）】

飯嶋 耕崇 【3.11津波の特徴と津波堆積物研究の展望】

吉田 美里 【未】

神山 ■梓 【女川町における復興まちづくりへの取り組み】

柴田 佳和 【新エネルギーのこれから（仮）】

学生の皆さんの参加を歓迎します。申し込み不要・当日参加可

■近藤誠一（文化庁長官）


